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に
ノ、

五
月
一
日
、
第
三
十
八
回
中
標
津

町
農
協
通
常
総
会
が
寿
宴
を
会
場
に

正
組
合
員
一
一
一
一
九
名
（
出
席
者
二
六

○
名
、
代
理
人
五
十
九
名
）
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鹸
初
に
児
玉
組
合
長
よ
り
、
世
界

経
済
の
中
で
輸
出
超
過
を
続
け
る
日

本
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
圧
力
が
、

農
畜
産
物
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
．

国
内
で
は
農
畜
産
物
価
格
の
抑
制
な

ど
農
業
を
取
巻
く
厳
し
い
情
勢
の
中

で
、
昨
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
酪

農
・
畑
作
共
順
調
な
生
産
で
あ
っ
た

こ
為
ま
た
、
農
協
創
立
以
来
幾
多

の
困
難
を
組
合
員
の
結
集
と
先
輩
役

職
員
の
努
力
に
よ
り
乗
越
え
、
全
道

優
良
農
協
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
こ

と
。
さ
ら
に
新
事
業
年
度
に
向
っ
て

組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
る
た
め

農
協
の
健
全
な
運
営
を
図
り
た
い
と

い
う
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
引
続

き
来
貧
挨
拶
’
議
長
選
出
と
な
り
、

束
俣
落
の
遠
藤
幸
吉
さ
ん
か
選
任
さ

れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
第
一
号
Ⅱ
昭
和
五
十
九
年
度

事
業
報
告
書
・
貸
借
対
照
表
（
財
産

目
録
）
・
損
益
計
算
書
・
剰
余
金
処

分
案
に
つ
い
て
、
法
人
税
の
節
税
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案

疹云

通
り
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
二
号
Ⅱ
昭
和
六
十
年
度
事

業
計
画
、
議
案
第
三
号
Ⅱ
昭
和
六
十

年
度
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

に
つ
い
て
は
、
乳
代
賦
課
に
つ
い
て

意
見
か
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案
通

り
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
四
号
Ⅱ
貸
付
金
利
率
の
最

高
限
度
決
定
に
つ
い
て
、
議
案
第
五

号
Ⅱ
貸
付
金
の
量
局
限
度
の
決
定
に

つ
い
て
、
議
案
第
六
号
Ⅱ
役
員
報
酬

の
決
定
に
つ
い
て
、
以
上
一
紙
上
穫

さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
七
号
Ⅱ
定
款
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
、
議
案
第
八
号
Ⅱ
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
総
代
会
に

つ
い
て
の
定
め
の
変
更
’
改
正
で
あ

り
原
案
通
り
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
総
会
へ
の
組
合
員
の
参

加
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
役
員

組
合
員
各
々
が
、
総
会
・
懇
談
会
に

積
極
的
に
参
加
し
、
議
事
進
行
に
協

力
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

第
三
十
八
回
総
会
の
議
事
が
終
了
し

ま
し
た
。

傍勇
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四
月
一
一
－
三
日
に
農
協
酪
対
の
第

十
三
回
通
常
総
会
か
開
催
さ
れ
、
別

記
議
案
の
全
件
を
原
案
通
り
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各
支
部
酪
対

の
役
員
が
逃
出
さ
れ
た
後
に
、
農
協

酪
対
を
開
催
し
互
選
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
議
案
〉

第
一
号

昭
和
五
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号

昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
子
算
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号

昭
和
六
十
年
度
会
費
の
徴
収
に
つ

い
て

Ⅲ
乳
重
剤
Ⅱ
受
託
販
売
乳
量
一
聡

当
り
七
銭
。

／
・
・
訴
梺
趣
・
】
ロ
ゴ
・
唾
云
〆
・
」
Ｆ
凸
，
斫
亘
□

太
十
鈩
駒
Ｃ
謝
、
浸
亘
璽
研
｛
Ｔ

ｐ
Ｍ
０
ｈ
＠
●
～
 

■
 

、
。
汀第
ｎ
回
中
標
津

口「：で

砥
購
い
蹴
院
托
嚥

々
Ｐ
 

：
，
酪
対
通
常

■
岸

一
詞

ｂ
 ｢■ 

『
Ⅱ
。

脚

終

毎
月
乳
代
支
払
時
に
乳
代
よ
り

徴
収
。

②
肉
牛
・
育
成
牛
割
Ⅱ
一
戸
当
り

三
Ｔ
円
画
（
生
乳
出
荷
者
は
除

く
）

十
二
月
に
組
勘
よ
り
徴
収
．

町
農
協
．

総
会わ
る
〃

瓦
ゴ
’
兵
仏

任笥

E 

ノ1 

昭和60年度酪対 収 支 算

算

書一文計
予
決 (単位円１

へ～ 収 人

項１５、
且

項ｕ～、決算額子篇緬燗 要 算 額 摘 要

総会､役員会に力
繰越金 L23L537 1.357.722 会議聾 377.844 840ＤＯＣ 

｢７回予定Ｉ

ｋ９７銭(60,9321
4,283,2404,265､240 

育成Ｓ戸１８．０００
会弼 4.183.605 4.283.24［ Ｅｉｌｌｌ余 930.457 9７４９１２ kgL6銭×60.9321

腱巡５００，０００
支部祷動900,000
（１戸３．０００円）

その｛'1１ 255.921 29,038貯金利｣２ 柄助助成 LJl0qOOC 1.400.00〔

皿励智 L604J3C Ｌ800.00〔 FLllUi連動ほか

予備軒 910 逼司655.088 

繰越金 1,357,722 ０ 

計 5,67LO6E 5670,00〔 計 5,671,062 5670,00（ 

戸
サ
ル
Ｊ
か
い
Ｊ
ア
い
Ｊ
ザ
い
ふ
の
い
Ⅲ
小
作
ｊ
夕
少
Ｊ
か
い
Ｊ
か
中
小
か
い
Ｊ
か
い
Ｊ
か
い
ふ
か
い
圦
介
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Ｄ
Ｊ
か
Ｄ
Ｂ
・
中
ｒ
ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｊ
公

フ
ァ
ー
ム
ス
ー
ヰ
の

昨
年
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

（
女
子
学
生
）
受
入
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
絶
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
育
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
年
度
も
昨
年
同
様
七
月

下
旬
～
九
月
上
旬
に
か
け
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
受
入
希
望
一
の
農
家

は
町
農
業
委
員
会
か
農
協
相

談
課
へ
申
込
み
下
さ
い
。

実
施
に
つ
い
て

18ムニPすむ二行￥二戸了も』=丙竜二-5やﾆｰ存念｣枩口＝託LP、：夷や:完､ニベ、界ごﾛ■了や勇宅－F凸２－F●山ｧFcp蔀⑨今｡ＷＬ霊ぃ弔已ニペ弓旦=Tひﾆｰ百や｣-Ｆb｣-Tや｣－Fや←ぽ。＝てやQ男ぽい合売｡～.●罰ｐニーゅ当一百゜～｡‐ｏ器｡…①－．。.～凸.へ△･～。－。～⑥竺

決算額

（入

千穂誠 摘要 決算額

ll1 
u■■ 

-艀算航 摘要

繰越金 1↑231,537 :,357,722 会議Ｙ］！ 77.844 840↑(>()０ 
総会､役員会ほか

(７uIi予定〉

会饗 4,183,6〔)５ 4,283,240 
i《９７銭(60,9321）

４，２６５．２４０ 
育成ｓ戸２８．０００

負ｌｕ余 93(),457 974 912 kH：.6銭×6(),932F

その他 5,921 29,038 貯金fﾘ｣鷺 活動助成 MOO,()O〔） 1,400 0００ 
鵬辿５００，０００
支部糯動900,000
（己戸３.(〕００！』〉

連ｉＭｌ笹

予備繭

裸越企

1,604↑130 

910 

ﾕ,357,722 

1,800 000 

6551088 

矛:llEi連動ほか

筒Ｉ 5,67],063 5,670,000 計 5,671,063 5,670,000 

昭和60年度酪対収支予算書
i国t伶・１】）
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四
月
ｌ
六
日
、
農
協
大
会
議
室
に

て
、
第
三
十
七
回
農
協
青
年
部
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

規
約
の
改
正
と
共
に
、
新
た
に
役

且
選
挙
規
樫
を
設
定
す
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
背
景

に
は
、
新
役
員
に
よ
る
活
動
方
針
か

現
状
で
は
事
業
計
画
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
な
い
ま
ず
さ
も
あ
っ
て
、
そ
の

兇
直
し
が
迫
孝
わ
れ
て
い
た
。

今
度
の
改
正
に
よ
り
、
｜
川
巾
に

新
役
員
を
選
任
し
、
通
常
総
会
で
方

針
を
打
ち
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
「

た
た
め
、
今
後
の
活
動
に
大
い
に
期

待
が
持
て
そ
う
で
す
。

役員選挙規程の

雨新設で

活動の活性化を〃
型

【第37回農協青年部通常総会，

な
お
、
役
員
の
改
選
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

部
長
太
田
直
行
（
俣
落
］

副
部
長
高
橋
勝
義
（
開
陽
〉

Ⅱ
藤
井
美
智
夫
（
第
二
俣
落
）

会
計
武
田
泉
（
第
二
俣
落
｝

儲
事
青
田
正
行
（
当
幌
〕

〃
井
上
芳
行
〈
開
陽
｝

支
部
長
遠
藤
弘
三
当
幌
）

〃
金
子
安
三
俵
僑
）

〃
典
部
昇
（
侯
蕗
）

〃
横
田
光
彰
（
第
三
俣
落
）

〃
国
見
正
則
（
開
陽
）

〃
舟
橋
信
三
武
佐
｝

〃
古
川
敞
郎
（
中
標
津
）

鞠7回謝鯖鶉n通j嶺鎗
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四
月
二
日
、
農
協
大
会
議
室
に
て

三
十
一
一
回
を
数
え
る
農
協
婦
人
部
の

通
常
総
会
か
開
催
さ
れ
た
。

児
玉
組
合
長
を
は
じ
め
、
村
田
道

議
会
議
員
・
白
築
青
年
部
長
よ
り
、

厳
し
い
農
業
情
勢
や
お
祝
い
の
言
葉

を
頂
き
、
議
案
癬
議
に
入
っ
た
。

そ
の
中
て
一
向
に
好
転
し
な
い
農

業
怖
勢
か
ら
、
経
営
努
力
に
よ
り
体

質
改
善
を
図
る
必
要
性
を
皆
で
認
識

し
、
．
層
婦
人
部
の
果
た
す
役
割
の

重
要
性
を
新
ら
た
に
し
な
が
ら
、
今

年
度
は
新
生
活
運
動
の
推
進
役
と
し

て
努
力
す
る
と
共
に
、
婦
人
部
だ
よ

り
を
年
一
回
発
行
し
、
部
員
の
意
見

や
感
想
な
ど
を
盛
り
込
み
、
紙
面
を

適
し
て
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿

勢
か
刺
ち
出
さ
れ
た
．

今
年
度
の
主
な
栖
動
内
容
は

「
生
活
簡
素
化
運
動
の
推
進

（
随
時
）

二
、
婦
人
部
だ
よ
り
の
発
行
二

月
）

三
、
地
区
活
動
の
推
進
（
随
時
）

Ⅲ
、
三
層
活
動
の
推
進
（
随
時
）

五
、
自
家
用
野
菜
栽
塘
講
習
会

二
月
下
旬
）

六
、
地
区
別
料
理
識
習
会
（
十
一

月
下
旬
～
十
二
ｎ
ｋ
句
）

七
、
研
修
旅
行

日
帰
り
（
八
月
下
旬
」

｜
油
二
日
（
八
月
下
旬
）

八
、
新
年
会
（
月
中
旬
）

九
、
講
演
会
（
二
月
上
旬
）

な
お
、
総
会
終
了
後
、
妾
達
副
部

長
が
退
任
す
る
に
当
り
、
部
長
臓
・
秀

新
生
活
運
動
を
軸
に

運
動
を
展
開
〃

新
生
活
運
動
を
軸
に

翅露嬢

d儒写、
七

Tロ

Ⅶ 

■ 

印
肉
巳

llilI 

二
十
数
年
務
め
ら
れ
、
多
く
の
業
績

を
残
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
ご
苦
労
に
報

い
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
の
結
果
、
次
の

〃
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

部
長
漉
井
拓
丁
（
俵
橋
高
台
｝

副
部
長
遠
藤
静
子
（
俣
落
）

会
計
鈴
木
美
和
工
当
幌
）

艦
嚇
亀
代
富
江
（
俵
橋
）

〃
速
朧
春
子
（
侯
藩
）

〃
」
屋
籠
罷
〃
．

壷達誌部長'二花束を濃す酒井部長

可

新生活運動を軸に運動を展開〃

識
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鹿適な 春 まの性 Ｌ 
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吟
瀞
に
．
な
り
．
一
家
の
・
王

わ
り
に
積
「
て
い
た
雲

が
な
く
な
る
と
急
に
コ

ミ
や
冬
切
間
の
よ
》
｜
れ

か
め
だ
ち
ま
す
。

農
作
肌
菜
か
忙
し
く
な

ら
な
い
今
の
う
ち
に
壊

埋
・
終
極
し
、
清
潔
で

快
適
な
住
ま
い
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

⑬
燃
え
な
い
ゴ
ミ
類

空
缶
・
空
ピ
ン
’
不

要
に
な
っ
た
家
財
’
電

気
製
品
な
ど
の
不
燃
朧

の
ゴ
ミ
・
馴
人
弓
二
ぱ

一
折
ま
と
め
て
町
楕
定

の
処
理
場
ま
で
持
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
受
け

入
れ
時
間
な
ど
に
つ
い

て
は
、
直
接
処
理
場
に

問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

⑤
焼
却
炉
の
設
置

紙
類
や
ビ
ニ
ー
ル
の

き
れ
は
し
な
と
燃
え
る

ゴ
ミ
を
空
き
地
に
持
っ

て
行
っ
て
火
を
つ
け
て

い
ま
せ
ん
か
。
春
先
は

空
気
が
乾
燥
し
て
お
り

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
か

Ⅲ
か
ね
ま
せ
ん
．
笈
全
に
処
理
す
る

た
め
に
焼
却
炉
を
と
り
つ
け
て
下
さ

い
プ
ロ
ソ
ク
を
組
み
合
せ
て
、
手

馨
に
で
き
る
簡
単
な
焼
却
炉
も
あ
り

ま
す
“
造
り
〃
に
つ
い
て
は
普
及
所

に
問
い
合
せ
て
ｒ
さ
い
。

③
雑
草

今
ま
で
眠
っ
て
い
た
雑
草
も
一
斉

に
芽
を
出
し
始
め
ま
す
や
春
先
の
根

の
浮
い
て
い
る
今
の
時
期
に
抜
き
と

り
ま
し
ょ
う
。
除
草
剤
を
利
用
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
か
、
場
所
に
応
じ

た
使
用
効
果
の
高
い
も
の
を
選
ん
で

下
さ
い
。

ｏ
牛
舎
内
外
の
清
掃

牛
舎
催
錦
日
の
職
場
で
あ
り
、
生

鮮
食
品
の
生
産
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
牛
舎
の
巾
や
外
ま
わ
り
か
雑
然

と
し
て
い
て
は
作
業
斗
順
率
が
憩
い
ば

か
り
で
な
く
、
ほ
こ
り
や
ヘ
エ
な
ど

の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。
畜
舎
の
環

境
整
備
は
酪
農
経
営
の
一
出
と
考
え

た
い
も
の
で
す
。

舎
内
の
ス
ス
払
い
は
定
期
的
に
お

こ
な
い
、
賎
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る

汚
れ
は
洗
い
お
と
し
ま
し
ょ
う
姉
汚

れ
た
窓
ガ
ラ
ス
も
今
の
う
ち
に
拭
い

て
お
き
ま
し
よ
》
Ｚ

⑮
ハ
エ
の
駆
除

'唾熟

牛
舎
や
堆
肥
場
の
ま
わ
り
に
は
、

ハ
エ
の
「
サ
＋
キ
」
か
沢
山
越
冬
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
殺
虫
剤
を
舷
布
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
．
ハ
エ
は
一
度
に

爪
○
－
’
六
○
個
も
の
卵
を
生
み
、

二
の
卵
が
成
虫
に
な
る
ま
で
の
期
間

は
種
類
と
気
温
に
よ
り
異
り
ま
す
が

早
い
の
で
一
八
日
、
遅
く
て
も
一
下
五

日
で
羽
化
し
ま
す
．

で
す
か
ら
、
祥
の
一
瓜
の
ハ
エ
は

秋
ま
で
に
は
何
万
匹
も
の
ハ
エ
か
一
生

み
Ⅲ
印
す
結
果
と
な
り
ま
す
．

地
域
ぐ
る
み
で
、
定
期
的
に
役
虫

剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
」
そ
れ
と
川

時
に
ハ
エ
の
発
生
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
ら
な
い
こ
と
．
流
し
Ⅱ
．
畜

鮮
・
堆
肥
場
・
ゴ
ミ
拾
場
な
ど
衛
生

的
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
》

●
花
壇
の
手
入
れ

ク
ロ
ゾ
カ
ス
・
パ
ン
ジ
ー
・
チ
ュ

ー
リ
リ
プ
な
ど
春
の
花
は
次
々
に
咲

い
て
く
れ
ま
す
。
咲
き
終
っ
た
花
は

早
め
に
つ
み
取
り
、
で
き
る
だ
け
花

を
長
く
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

サ
ル
ヒ
ァ
，
鶏
頭
な
ど
の
夏
用
花

壇
の
苗
心
も
本
業
を
出
し
始
め
る
頃
で

す
］
花
の
種
類
は
あ
ま
り
多
く
し
な

い
で
、
単
純
方
亭
ザ
ィ
ン
で
植
え
二

む
と
手
入
れ
も
し
や
す
い
で
す
③
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、
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巴

》’曲（》ロロ『ロー叩〉幻亀子処．

》蕊蕊
鍵

篭'(哩邇.，`：?瀞:、

霧iii
宿 泊

事
Ｚ
ｏ
ｏ
｜
・
’
○
・
・
・
’
○
○
｜
／
｜
ｏ

笈
朝
一
昼
夕
一
朝
一
畳
夕
朝
昼
一
夕
朝
一
畳
一
夕

ス■ 己|次 共
済
事
業
推
進
の
一
環
と
し
て
、
七
月
下
旬
頃
、
親

科
学
万
博

親
子
見
学
旅
行

実
施
に
つ
い
て

太平洋フェリー

１ 暖広
〒言了苫小牧港18:〕［釧脇中標津 9:、７，「

軒碩北新胖紹
上野仙台１，ｍ仙台港 12:DOtJI E9mOi理１，マ、

烹京唇２ 
都内ホテルナイター観戦交通博物館

２１０［ 
夕

荊署自助平晒常桑昌１ハエ邪

科学万博会場都内ホテル
I8Imh B2IV 

東京患
都内ホテハ－新宿高層ヒル見学(都内にて夕食〕 ７０ニマ「

〆再、

揮型図

釧路空港言冑予中標津４ 東京ディズニーランド＝－－羽圧
（界介各皀」Ⅱ

都内ホテル
26コ「

16:CO頃17.30煩

と
子
の
つ
く
ば
科
学
博
と
一
生
泉
デ
イ

記

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
プ
ロ
野
球
観
戦
な
旅
行
代
金
は

ど
を
含
め
た
親
子
見
学
旅
行
を
『
証
山

人
人
九
「
Ｃ
○
○
円

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い

小
人
七
八
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
円

た
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
…
…
…
Ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｊ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
，
１
１
 

上
〈
済
事
業
に
は
、
い
つ
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
る

た
め
に必
要
な
人
に

一
Ｍ
．
っ
ｒ
的
」
ｐ
ｒ
ｏ
」
ｃ
ｒ
由
】
Ｐ
ｒ
印
。
。
ｒ
・
Ｏ
ｒ
Ⅶ
Ｏ
ｒ
Ｃ
４
ｒ
・
ｃ
ｒ
・
ｏ
ｒ
ゴ
ロ
Ｐ
ｒ
則
台
ｒ
・
』
ザ
ｒ
・
ｇ
ｐ
０
Ｕ
分
ｒ
凸
▲
好
Ｇ
１
』
Ｐ
Ｐ
Ｏ
ロ
丹
ｆ
□
か
ｒ
ロ
ー
ｐ
ｒ
Ｑ
ｊ
ｆ
Ｃ
斧
ｒ
・
ロ
Ｆ
Ｄ
０
ｐ
９
や
１
□
、
１
．
０
ひ
９
口
｜
□
■
ｐ
■
ゴ
タ
ロ
、
□
Ｃ
ｆ
・
＆
、
■
■
ゴ
サ
ロ
、
。
○
Ｐ
Ｌ
Ｄ
与
り
□
ず
』
Ｐ
Ｄ
Ｕ
Ｑ
ｐ
わ
り
Ｄ
ｃ
Ｄ
ｊ
○
ｍ
０
句
■
）
ｐ
０
刮
○
℃
Ｊ
０
Ｕ
ｒ
釧
但
Ｑ
０
銀
一

＝⑨￣色巴P■往筥ウー色一凸○員｡Ｌ～○＄見○些乃令貝や～や■－゜角‐○局令旨○匹こ－■や閂○百○■～⑲

ｃ
■
曰
尹
◇
の
ｊ
ご
Ｃ
ｐ
ｂ
Ｄ
９
Ｐ
０
㎡
⑪
●
ｆ
鄙
＠
戸
Ｊ
」
好
ル
ー
ヨ
刃
。
ｒ
生
⑨
Ｃ
ｌ
刊
叶
ｐ
０
Ｐ
凸
守
Ｐ
９
■
▲
・
叩
０
剣
⑨
ｒ
和
か
ト
リ
・
分
Ｉ
Ｄ
○
℃
』
Ⅲ
印
仔
わ
り
、
浄
ク
リ
印
ｏ
Ｐ
１
『
ｃ
ｒ
Ｐ
Ｃ
ｆ
口
Ｄ
ｃ
ｐ
１
卦
炉
曰
・
づ
ｆ
ｄ
多
く
・
ｇ
Ｄ
Ｌ
抄
ご
ロ
０
曲
ザ
ロ
ｊ
①
■
ｊ
■
守
口
０
や
ｅ
Ｌ
ｊ
Ｓ
・
ｊ
０
ｐ
ｊ
Ｂ
ｆ
凸
口
、
１
句
・
↑
・
今
Ｔ
・
Ｇ
ｐ
Ｊ
◆
い
Ｊ
ｄ
ｐ
０
が
己

生
命
共
済

推
進
日
程
の

お
知
ら
せ

牢度
品評
度

５月10日第21Iull.P標瀞Ｂ＆Ｗショウ

lilA室''二醒遮共進会場

５月28日桜竈Ｂ＆Ｗショウ

出宗生産辿共進会場

６IEI］Ｈ第18回第二侯糯衞fl旱,h1,評会

第二俣落箭牛品,瀞会場'婦人ホーム横）

ＢＨｌＨ第]61且|当辨畜'1:品評会

当1眺地Ⅸ１W,評会場(当IML小学校跡）

６月５日第36回俣落畜牛,WliW会

俣滞jlL区品評会蝋｢１１別長瀞】l[河lIlIlMII

６月６日第161且I武佐選牛,7,i秤会

武IAHjL区仙評会場[''１央武佐保frIﾘiM'H１

６月７日第33ｕ開賜畜牛品評会

開陽地区fhl[川平会場(}Ⅱ当区極）

６月８日龍16回俵|iii苗1基,Widl1会

俵１，儒地ｌｘｉｌ１１ｉ;|z会場(Jkul功牧場前）

６１L１８日第]6回中藤I:|:Hf`|:lWliiW会

根室'|号産連帯'1:共進会場

６]11］日一]２ロ第８回北海jiiチャンピオン

＞，フショウ

帯広11Ｙ・｝勝農協煙共進会場

６月21n－22日第16回中臘津ll1I農協借』｢共

進会〔第２[nllll標i穀U｢１.農業祭）

根室生産述共進会場

７kl25H昭和60年iR室ホルスタイン共進会

別榔町コミュニティセンター

Bn31Il-9H［日

北海道ホルスタイン共進会
（'Ｔｌ来町）

必
要
な
共
済
を

必
要
な
額
ま
で

を
計
画
的
に
推
進
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
瓜
月
下
Ｒ

か
ら
四
日
間
、
各
組
合
員
宅
を
訪
問

い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
．
な
お
、
選
賞
行

事
と
し
て
、
今
年
は
細
川
た
か
し
シ

ョ
１
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

期
待
下
さ
い

痘覆■

貯
蓄
目
標
三
百
億
円
達
成
の
た
め

智
内
九
農
協
で
は
、
今
貯
金
の
推
進

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

中
標
津
町
農
協
も
、
今
年
度
か
ら

海
外
研
修
旅
行
の
計
画
を
た
て
て
お

り
ま
す
の
で
六
月
中
旬
頃
、
定
積

貯
金
等
の
推
進
に
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
⑯
そ
の
と
き
は
、
よ
ろ
し
く
お

剛
い
中
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
海
外

旅
行
先
は
近
日
中
に
パ
ン
フ
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
Ⅵ

根
室
管
内

貯
蓄
一
一
一
○
○
億
円
達
成
の

た
め
の
。

貯
金
推
進
に
つ
い
て

'８．－。￣やＲ之一やＬＤｂ局⑨閂。閂全局②－℃⑤～⑥角◆￣。～②閂＋￣凸角令閂⑥０－□

日次 ニス 宿泊 笈 事

!;:標津弓売テ＆釧路壷Ｆ５－－Ｔ７再訂苫'』`牧港1.:ﾕロ
太平洋フェリー

‐ 龍内 朝一畳夕 ／’○○ 
２ 

東北新胖羅

ｲI渚iﾗ市５－－－－蒄而訂上野

一観戦一一丙志都内ホテル
京 朝昼夕 ＣＯ○ 

３ 

常磐目]し､工逝荊署冑助平垣
：科学万博会場一都内ホテル82,0１９ｍ

－新宿高層ヒル見学〈都内にて夕食＞一一-一二-証詞都内ホテル

両京 朝昼一夕 ○○● 
４ 都内ホラルB￣東京デイズニ･ランドーーーー羽田腫王駁・剣'路空港二証言b'中標津（晶食書目】16:CO頃１７:釦項 朝昼一夕 。｜／万
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去
る
四
月
十
七
日
、
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
迩
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年

の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
年
々
高
ま
る
へ
ル
ハ
ー

表１ 事業規程

陵 客項｜目

乳牛を飼養する農家FljjW対Ⅷ象者

１．趣幡葬祭によ])搾乳労働等かできない場合

，＿疾病や慨.｣掌等の-11寺曲事,lik(ニよ')搾乳労mjl等かて
利用節lif

きない場合

３．研修i活、l等のたゲ)搾乳労lHil等かできない場ｲ十 利
用
に
対
応
す
る
た
め
、
要
員
の
確

保
か
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
、
五
名
を
新
馳
に
登
録
し
、

八
人
体
制
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
規
縄
は
別
表
の
よ
う
に

j璽続して３日以内か原Hll作業日激

1．搾乳・飼料給与及び'ﾄ森内の簡単な清１１１１

２．」|も乳管HlL出iVi巡備
業務範囲

３．乳牛のi赫生管理
律一可

４．その他附'Ｈｆする業務

lT1梯(飢・夕いずれかの｣勝合)311寺間以内か原H１作業時|H１

lＲ（朝・夕)へルー派i世２Ｆ１の場ｲｬ な
｛
》
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
万
は

紺
継
広
報
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
役
買
の
改
繊

も
合
せ
て
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
左

ＬＬ喋本料金 6.000|上

２．１|［Ｉ１Ｗｉ員jiu金 2.0001丁

利用料金 ３．搾乳'１ [蚊当り2001ﾕ：

４．哺育・育成・乾乳牛１匹1当l）100円

５．事前打合せ劇}Ⅱ金 2,0001T］ 

６．半日．要員ｌｆｌ′〕場合は別途料〈iＦ

当俵●
'１１兇艦へ
地地ル
区区バ

ガ鰭

｛
“
て
お
り
ま
す
．

会
長
秋
山
政
雄
（
理
事
選
出
）

刑
会
長
太
田
直
行
（
青
年
部
選
出
｝

表２昭和60年度ヘルパー事業利用実績表
'退職者

､ 

liljJ1]件数 1５件

〆弓ョ

酉 訳

大変
お-世話に
なりました

延人数F［ FlIml]数 件数 出動日数 出動人数
稔剛
一再デー、

１ｺ]ご再
柾任

－
８
 ｑＥ 

ｒ
■
け 1.5 ４ 

2１ ７ ７ 11ｺ ]．［ ４－[】

, 

Ｆ
】
ｒ1．５ ］ 1.5 四
月
三
十
日
付

四
月
二
－
一
日
付

俣
蕗
地
区

〃

武
佐
地
区

蘭 Ｒ ６－（ ； 】０２－［ 

生
朽
店
舗
係
畠
山
保
江

生
活
店
舗
係
杉
本
美
砂
子

」

2.5 １ ２Ｆ 

Ｆ
ノ
こ

庁
。

山
田
汁
（
丙
任
）

真
部
外
（
新
任
）

笠
原
康
弘
（
新
任
｜

高
橋
正
三
新
任
）

松
田
陸
（
新
任
）

佐
藤
幸
三
新
任
）

’ 春 ［ ［ Ⅱ 3-0 １０ 

その他

【
『
」

‐
■
■
 4５ 2９５ 

－
 

一再一一、 iFi 4FＭ１ 鯛 7２ 

年1人平均出動日数７２日／４人＝１８日L ノ

rＨ：』 内容

flIJU対象肴 零Lと卜を飼養する農家

ＦｌＭＨ範憧１

１．越幡葬祭化よ])擁乳労liil等ができない｣湯令

２．疾病や僻LI計等の‐11寺的事,lik(二E点り搾乳労[fjl等かて

さない場合

３．研修誌｣DII等のため搾乳労lHil等かできない錫谷

作業『Ｉ数

業務範囲

連続して３日以内が原M１

１．搾乳・飼料給与及び'卜舎１人lの簡単な樵lil｝

２．４:鴛乳管H1、輿(V｢準備

３．矛./｜己の術上.品管理

４＿その他附J1ＩＦする業務

作業l1iflM 1行径(朝・夕いずｵしかの｣甥合>311寺間以内が原則

ﾄﾞﾘﾉ１１料金

上；:<糾・夕)ヘルハー派坦２名の場ｲ十

Ｔ・ｊｊＦ本料金6,00()!！

２．lFilWi員ｌｉＩＬ金２．０()OｉＴｊ

３・lｉｉｆ乳’|：Ｉ蚊昌Lil）２００１.；

４.Ulii青・育成・樋乳牛１蚊｣ｈｌ）100｢.：

ﾋﾗｰ事前打合せ劇}[[金2,0()opJ

６．半１１、要員ﾚｾｶﾞｸﾞ〕湯衿緯別途料金

大変
お-世話に
なりました

四lJLi
月）；

とｌｉ更生エ
iir‐|‐活一i‐
店１１店－
制(;]‐舗旧
係係付

Ｅ［ 
ｉＩ１ 

ｌｌｊ 

保

杉
本

美
砂

[I．了

WljJ1]件数 1５件

耶内春

Ｉ ＃ 

内訳

F1Ⅱrll]数 件数 Iilimlj;:数 i1i動人数 延人数

Ｉ、-
9, 

hJ６６ﾉ 上.５ ４ 

:.０ （1.0 

１．５ 1.5 

2.0 6.(） 

2.5 2.5 

3.0 

その他 29-5 4５ 

二・■

IＴＯ 1５ 45.0 2５ 7２ 
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一｛

百
①

霜
卜⑤
￣ 

ＬＩ 
蔓

か
ね
て
よ
り
農
協
咄
人
部
の
懸
案
事
項
で

あ
り
ま
し
た
新
生
楢
改
善
運
動
が
み
の
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
発
阯
す
る
機
述
か
盛
り

上
っ
て
参
り
ま
し
た
。

先
ず
一
一
一
，
十
二
日
に
農
協
理
事
と
婦
人
部

役
員
・
青
年
部
三
役
と
の
懇
談
会
が
持
た
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
に
何
回
と
な
く
新
生
活
改

善
運
動
に
つ
い
て
話
が
な
さ
れ
、
総
論
て
は

賛
成
す
る
が
、
い
ざ
実
施
と
な
る
と
な
か
な

か
実
現
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
出
来
る
も
の

か
ら
実
施
し
よ
う
と
話
し
合
い
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
三
月
一
一
十
六
日
に
は
理
事
会
で

も
協
議
さ
れ
、
Ⅲ
月
十
八
日
に
は
中
標
津
町

農
協
管
内
の
行
部
落
連
合
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
．
協
議
さ
れ
た
。
席
上
俣
落
連
合
会
で

は
、
す
で
に
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
し
、
当
帆
地
区
は
兀
卜
七
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
俵
僑
地
区
，
ｘ
奉
議
が
も
た
れ
、

実
施
可
能
と
の
結
論
に
達
し
．
強
力
に
推
進

し
て
行
く
よ
う
意
払
集
約
き
れ
た
．

ま
だ
協
議
さ
れ
て
い
な
い
地
区
は
早
急
に

協
議
さ
れ
、
｜
日
も
早
く
中
標
津
町
農
協
一

丸
と
な
り
、
先
に
実
施
さ
れ
て
い
る
当
幌
地

区
と
も
合
せ
、
見
栄
や
因
習
に
と
ら
わ
れ
ず

無
理
や
無
駄
を
省
き
、
こ
の
き
び
し
い
時
期

を
乗
り
き
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

農
協
職
員
も
実
施
す
る
こ
と
に
申
し
合
せ

ま
し
た
、

F弓、

根
室
酪
農
の
技
術
を
体
験
で
学
ぼ

う
と
根
室
生
産
連
を
窓
口
に
、
中
国

黒
竜
江
省
か
ら
、
王
心
東
団
長
（
外

九
名
）
｜
行
が
四
月
十
六
日
、
根
素

管
内
八
農
協
に
分
散
し
て
一
年
間
、

酪
農
家
へ
実
習
に
入
っ
た
。

当
農
協
に
催
臓
田
圃
雄
牧
場
（
第

二
俣
落
）
に
団
長
の
王
心
東
さ
ん
と

騰
兇
素
牧
場
（
俣
落
）
に
学
位
値
さ
ん

の
一
人
か
受
け
入
れ
ら
れ
た
ご

実
習
生
一
行
は
、
四
月
十
五
日
と

Ｉ
人
日
の
一
一
日
間
、
根
室
生
産
連
の

指
導
で
、
日
本
と
中
国
の
生
活
習
慣

の
違
い
や
仕
事
の
内
容
等
、
言
葉
も

片
一
言
に
通
訳
を
迦
し
て
理
解
を
深
め

合
っ
た
。

こ
の
研
修
の
受
入
れ
は
．
昨
年
、

黒
竜
江
省
国
営
農
場
総
局
訪
日
団
か

根
室
酪
農
視
察
の
際
に
双
方
の
交
流

が
始
ま
り
、
□
巾
友
好
の
巾
で
乳
牛

輸
出
を
前
提
に
、
酪
農
技
術
の
交
流

と
相
亙
利
益
発
展
の
た
め
、
今
回
の

実
習
生
受
入
れ
と
な
っ
た
。

研
修
生
は
今
後
、
毎
月
一
回
の
研

＝－－－－－－－－ 

”
根
室
の
酪
農
“
体
で
体
験
〃

中
国
黒
竜
江
省
酪
農
実
習
生
受
け
入
れ
る

修
会
（
学
問
的
・
現
地
視
察
｝
を
通
し

見
聞
を
広
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

研
修
期
間
、
瀞
意
義
を
研
修
生
活

…庇~｣.毎
●b■ロヨアqも～ん田刻

叶季､

艫
…

辮
鋼
柵

蝉

鱸…
鷺

Ｕ 

1ｔ 

弾：
＃－Ｋ を

送
一
》
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

!fＴＩ;iMUI 
晨毫iiiiiiH-W1LJli麹'１

中国黒竜江省実習生受け入れ説明会

＝－－－－－－－ 
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昭ﾄﾞⅡ6()年５J]ｌ[]’農協だ よ Ｈ 

日
已

） 
〆

【
識
案
］

「
昭
和
Ⅱ
卜
几
年
度
収
支
決
算
の

見
込
み
と
職
員
の
期
末
手
当
の
支

給
に
つ
い
て

当
期
剰
余
金
見
込
額

皿
八
、
九
三
二
、
○
○
○
円

原
案
ど
お
り
喉
認
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
期
末
手
当

本
俸
プ
ラ
ス
家
族
手
当
の

二
カ
月
分

（
旧
し
協
定
分
一
ヵ
月
分
を
含
む
）

審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た

二
、
昭
和
且
卜
九
年
度
剰
余
金
（
兇

込
額
）
の
処
分
方
法
に
つ
い
て

特
別
配
当
金

一
一
七
、
九
八
○
，
’
’
三
円

原
案
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
’

三
、
乳
検
事
業
の
検
定
組
〈
、
へ
移
行

と
、
こ
れ
に
伴
う
業
務
受
託
に
つ

第
十
五
回
理
事
会

理
事
会
の
経
過

い
ぐ
」乳
検
事
業
ぱ
昭
和
八
十
生
虐
陸
よ

り
検
定
組
合
へ
移
行
し
、
業
務
受

託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た

Ⅲ
、
職
員
の
定
年
延
長
に
伴
う
就
業

規
則
並
び
に
退
職
給
与
規
狸
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

叩
定
年
延
長
実
施
日

昭
和
六
十
年
三
月
一
一
一
十
日

仰
六
十
才
定
年
は
六
卜
七
年
度
に

確
立
す
る
。

い
退
職
金

昭
側
六
十
年
一
一
一
月
二
十
日
代
職

す
る
能
蘂
員
は
旧
定
年
時
（
赫

且
十
五
才
）
に
お
け
る
支
給
率

を
当
該
従
業
員
の
支
給
率
と
し

退
撤
時
に
退
職
時
の
鑿
本
月
額

に
乗
じ
て
支
鯵
岬
す
る
。

昭
和
六
卜
年
四
月
一
日
以
降
孫

開
催
月
日
一
一
一
月
二
十
六
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
宝

Ｚ－Ｔ 

用
の
従
業
員
は
退
卿
時
の
父
給

率
に
退
職
時
の
基
本
給
Ⅱ
微
を

乗
じ
て
父
給
す
る
”

以
上
の
と
お
り
承
認
巻
れ
決
定

し
ま
し
た
。

九
、
貯
金
業
務
規
極
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

取
扱
う
貯
金
の
睡
繭
と
利
率
を

原
案
ど
お
り
承
認
ざ
れ
決
定
し

ま
し
た
⑪

六
、
共
済
規
秤
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
］

「
昭
和
六
１
年
度
の
収
支
計
刷
と

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い

て

収
支
計
画
は
内
部
検
討
を
行
い

第
二
次
計
面
ま
で
に
更
に
つ
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
報
酬
は
据
置
き
と
す
る
二

と
に
な
り
ま
し
た
’

二
、
部
落
懇
談
会
の
主
な
発
言
・
意

兇
に
つ
い
て

冬
品
沖
・
課
内
て
検
討
協
議
し
、

艦
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
’

｜
｜
「
昭
和
血
Ｉ
几
年
度
十
一
《
月
末
組

勘
粘
算
残
の
貸
付
と
昭
和
六
１
年

度
組
勘
供
給
認
定
保
留
者
の
協
議

に
つ
い
て

要
件
幣
備
を
承
認
し
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

四
、
生
活
改
菫
□
の
推
進
に
つ
い
て

全
地
域
を
対
象
に
．
姉
人
部
．

［
議
案
】

「
鑓
三
－
八
回
通
常
総
会
提
川
議

案
の
審
議
に
つ
い
て

昭
Ⅱ
〃
十
九
年
度
事
業
報
肯

艸
・
貸
借
対
照
表
（
財
産
目
録
）
・

娯
続
計
算
詩
・
剰
余
金
処
分
茶
に

つ
い
て
外
、
七
件
を
原
案
ど
お
り

第
三
十
八
回
通
常
総
会
に
提
出
す

る
二
と
に
決
定
し
ま
し
た
］

二
、
新
規
入
植
希
望
者
と
資
金
の
借

入
申
込
み
に
つ
い
て

条
件
整
備
を
要
す
る
事
で
次
皿

の
理
事
会
に
附
議
さ
れ
ま
し
た
．

第
一
回
理
事
会

｣ご霞Ⅱ

部
落
連
合
会
零
を
通
じ
て
、
取

り
細
め
る
事
か
ら
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
］

「
優
良
農
協
表
協
の
受
賞
に
つ
い

て

一
、
昭
Ⅲ
人
ト
ー
年
度
営
農
計
画
》
一
一
三
の

巣
計
に
つ
い
て

一
一
一
、
乳
成
一
分
誇
依
金
の
父
払
い
に
つ

い
一
」

四
、
職
員
の
採
川
と
退
職
の
発
令
に

つ
い
て

【
報
告
事
項
］

：
総
会
前
の
地
区
別
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て

一
目
役
且
協
議
会
の
開
朧
日
怪
に
つ

い
て

三
、
北
海
道
農
協
乳
業
（
株
）
よ
り
繼

乳
検
査
奨
励
事
業
に
か
か
る
奨
励

金
の
支
川
に
つ
い
て

Ⅲ
、
昭
和
』
ハ
ト
年
度
組
勘
取
引
認
宗

保
留
者
の
要
件
整
備
状
況
に
つ
い

て

五
．
酷
対
役
員
会
の
経
過
報
津
ロ
に
つ

い
て

開
催
月
日
四
月
十
五
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
索
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|ツリーえ 牛乳の効用鰯

Izl二手しは｡凧ﾃiPH殖をｉｎ)殉は
間懲で逆に動脈､更化'@､》予防に有効

(札幌医科大学教授三宅濃次）礼

⑧
マ
サ
イ
族
に
動
脈
硬
化
に
ほ
と
ん

ど
な
い

東
ア
フ
リ
カ
に
住
む
マ
サ
イ
族
は

ウ
．
》
を
追
っ
て
遊
牧
の
旅
を
つ
づ
け

て
い
る
民
族
で
す
〈
こ
の
マ
サ
イ
族

は
、
一
日
平
均
四
～
Ⅳ
リ
ッ
ト
ル
の

牛
乳
（
あ
る
い
は
醗
蝉
乳
）
と
羊
肉
を

大
量
に
と
っ
て
い
ま
す
．
そ
れ
に
、

ウ
シ
の
生
き
血
を
食
事
に
取
り
入
れ

て
い
る
こ
と
で
も
一
信
名
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
入
塾
の
動
物
性
脂

肪
を
と
れ
ば
、
さ
ぞ
Ⅲ
液
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
か
高
い
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
逆
に
低
い
の

で
す
。
し
か
も
、
動
脈
硬
化
性
の
摘

気
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
．
先
進
閏
の
常
識
か
ら
す

れ
ば
、
大
変
奇
妙
な
話
し
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
一
二
で
多
数
の
研
究
者
か
、
牛

乳
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
の
関
係
を

調
べ
て
き
ま
し
た
．
そ
の
多
く
の
研

究
で
は
、
牛
乳
を
飲
む
と
血
液
巾
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
か
下
が
る
と
い
う

の
で
す
一
そ
れ
て
は
、
牛
乳
の
中
の

何
か
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ま
だ

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

牛
乳
か
ら
つ
く
ら
れ
る
バ
タ
ー
を

f￣ 

食
べ
る
と
、
Ⅲ
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
は
ｋ
か
る
の
て
す
が
、
そ
の

バ
タ
ー
の
成
分
を
抜
い
た
あ
と
の
ス

キ
ム
ミ
ル
ク
は
、
と
く
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
と
い
う
報
告
か

多
い
の
で
す
。

さ
て
、
Ⅲ
瀬
山
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
濃
度
か
高
く
な
る
と
、
動
脈
硬
化

か
進
行
ｆ
る
こ
と
か
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
牛
乳
や
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
を
飲
む
と
動
脈
硬
化
の
進
行
を
止

め
る
こ
と
か
で
き
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
実
は
あ
ま
り
報
告

か
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド
の
研
究
者
が
ウ
サ
ギ
に
ヨ

ー
ク
ル
ト
を
食
べ
さ
せ
た
実
験
か
一

つ
あ
る
く
ら
い
で
す
。
一
一
の
報
告
で

は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
よ
っ
て
動
脈
硬

化
の
進
行
が
防
止
さ
れ
る
と
い
っ
て

い
ま
す
し
か
し
、
こ
の
実
駄
の
報

告
は
、
食
べ
さ
せ
た
エ
ザ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、

エ
サ
の
成
分
も
Ⅱ
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
オ
ス
と
メ
ス
を
い
（

し
ょ
に
し
て
実
験
し
て
い
る
と
ザ
ヱ
リ

っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
教
室
で
、
も

っ
と
桁
密
に
実
験
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
体
重
二
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム

内
白
色
の
オ
ス
の
ウ
サ
キ
ー
ニ
ー
羽
キ
ー

但
柵
恒
温
の
飼
育
室
で
個
別
に
飼
い

成
分
の
明
ら
か
な
標
準
飼
料
を
与
え

て
、
ま
ず
慣
ら
し
ま
し
た
。

次
に
、
○
・
両
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
添
川
し
た

飼
料
を
一
日
あ
た
り
一
○
○
グ
ラ
ム

与
え
、
二
週
間
後
に
血
液
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
濃
度
を
測
り
ま
一
丸
ウ

サ
ギ
は
人
間
と
違
っ
て
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
排
泄
か
遅
い
の
で
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
与
え
る
と
、
ど
ん
ど
ん

体
内
に
た
ま
っ
て
知
馴
間
の
実
駄
で

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
く
る
の
で
実

験
動
物
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
ま
す

し
か
し
、
ラ
ッ
ト
や
マ
ウ
ス
（
と

も
に
実
験
用
の
ネ
ズ
ミ
の
極
煎
）
と

違
っ
て
、
一
匹
一
匹
の
生
理
的
な
値

か
変
動
し
て
い
る
の
が
欠
山
で
す
‐

そ
の
た
め
、
は
じ
め
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
与
え
て
、
各
ウ
サ
ギ
功
個

体
ニ
レ
｜
の
反
応
を
調
べ
た
の
で
す
’

●
ウ
サ
ギ
の
実
験
で
効
果
を
確
認

そ
し
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
平

均
濃
度
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
三
群

に
分
け
、
次
の
よ
う
な
実
験
食
を
与

え
ま
し
た
。
第
一
群
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
○
・
万
パ
ー
セ
ン
ト
添
加

し
た
標
準
飼
料
－
０
○
グ
ラ
ム
に
ス

澪、

キ
ム
ミ
ル
ク
ニ
Ｃ
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

を
混
ぜ
て
一
晩
乾
燥
さ
せ
た
６
の
藍

与
え
ま
し
た
省

第
二
群
は
、
同
様
の
○
・
五
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
添
加
飼
料
一
○
○
グ
ラ

ム
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
、
第
一
一
一
群
は
、

○
・
上
へ
１
セ
ン
ト
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
添
加
飼
料
を
第
．
・
第
二
僻
と
同

じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
畠
と
な
る
卜
梺
？
堂
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
も
の
を
、
そ
れ

ぞ
れ
与
え
ま
し
た
』

こ
う
し
て
毎
日
食
べ
た
エ
サ
の
獄

を
一
匹
一
匹
記
録
し
、
Ⅲ
週
ご
と
に

採
血
し
て
．
Ⅲ
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
を
測
定
し
ま
し
た
。

ウ
サ
ギ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、

ど
ん
ど
ん
高
機
度
に
な
っ
て
い
き
ま

す
た
と
え
ば
、
八
週
め
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
は
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
聯
が

八
四
一
一
一
ミ
リ
ク
ラ
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

群
か
一
一
一
五
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
群
か
一
四
八
一
・
｜
ミ
リ
グ
｜
ラ

ム
と
い
う
具
合
に
、
人
間
の
数
倍
か

ら
卜
傭
く
ら
い
の
濃
度
に
ｋ
押
し
ま

す
。ス
キ
ム
ミ
ル
ク
群
は
八
週
め
、
十

二
週
め
で
明
ら
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

群
よ
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
ｋ
界
が

お
さ
え
ら
れ
て
い
ま
武
一
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動
脈
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運
緋
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
群
の
山
‐
間
の
値
で
・
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
群
は
、
そ
の
中
ル
を
与
え
ら
れ
て
も
、
ス
キ
ム
ミ
ル
れ
尤
人
間
に
つ
い
て
の
多
く
の
研
究

ぴ
込
む
、
い
わ
ゆ
る
悠
玉
コ
レ
ス
テ
を
示
し
て
い
ま
し
た
一

間
で
’
し
た
し

ク
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
同
時
に
与
え
ら
を
合
わ
せ
て
場
え
ま
す
と
、
牝
‐
乳
・

ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
｝
１
’
一
週
間
後
に
、
大
動
脈
を
取
り
ま
た
、
大
動
脈
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
え
た
ウ
サ
ギ
は
動
脈
砿
化
の
進
行
が
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
催
な
ん
ら
か
の
生
体

の
値
も
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
群
は
低
い
出
し
て
動
脈
壁
を
特
殊
な
染
色
波
で
－
ル
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
が
、
一
一
遅
れ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
内
の
し
く
み
で
、
動
脈
峨
化
の
進
行

他
と
な
っ
て
い
ま
す
一

染
め
．
硬
化
病
変
而
績
券
｜
測
定
し
ま
れ
で
も
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
群
と
ヨ
ー
ヶ
ウ
サ
ギ
の
結
果
岸
｜
人
澗
に
直
接
あ
に
歯
止
め
毎
」
か
け
て
い
る
と
思
わ
れ

『
｜
Ｉ
グ
ル
ト
群
催
、
統
計
学
上
差
し
た
〆
こ
の
測
定
に
お
い
て
も
、
ス
ル
ト
群
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
よ
り
明
て
は
め
て
論
じ
る
こ
と
は
、
多
少
間
よ
す
。

が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
キ
ム
ミ
ル
ク
群
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
僻
ら
か
に
低
濃
度
て
し
た
’
一
」
ら
れ
の
題
が
あ
り
ま
す
か
、
前
述
の
マ
サ
ィ

そ
れ
で
も
平
均
値
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
よ
り
、
そ
の
面
積
が
小
さ
か
っ
た
の
結
果
は
、
同
じ
量
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
族
の
例
や
、
そ
れ
に
つ
つ
い
て
行
わ

１
卜
０
１
１
１
１
～
ト
ー
ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
釦
く
り
ト
ー
１
＃
ｊ
１
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ぐ
う
～
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｊ
ｉ
Ａ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ト
ー
ｉ
ｌ
ｈ
ｉ
Ｊ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
４
ｉ
Ｉ
～
ふ
り
ト
リ
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
Ｊ
ト
ー
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
１
ｌ
Ｉ
１
ｌ
↑
！

が
年
各
支
部
を
巡
廻
開
朧
し
て
い

る
辮
企
講
習
会
（
バ
ー
ン
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
〉
か
、
今
年
で
第
四
回
目
と

な
り
．
中
標
津
支
部
の
当
番
で
、
四

Ⅱ
二
－
六
日
、
南
中
の
根
素
生
産
連

共
進
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

折
か
ら
の
部
落
懇
談
会
中
で
参
加

者
は
例
年
の
約
半
分
と
い
っ
た
と
二

ろ
で
し
た
か
、
出
船
牛
や
ジ
ャ
ヅ
ジ

マ
ン
の
講
評
等
、
非
常
に
内
容
的
に

は
濃
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

講
師
に
は
、
全
道
共
進
会
や
道
束

地
区
審
査
員
講
習
会
で
も
活
躍
き
れ

、
～
・
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
●

４
回
乳
牛
審
査

講
習
会
開
催
さ
れ
る
〃
！

て
い
る
湧
別
町
の
齢
農
家
・
竹
内
一

憾
氏
を
招
き
ま
し
た
。
氏
は
〒
恕
孤

り
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
判
り
や
す
い

講
評
を
行
い
、
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
参
加
詩
も
第
一
回
目
頃
は

シ
ャ
ツ
ジ
ン
グ
ペ
ー
ベ
ー
に
記
入
す

る
の
を
抓
ん
で
い
た
人
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
今
回
は
全
員
の
参
加

者
が
記
入
し
ま
し
た
。
ま
た
．
自
分

の
審
査
結
果
も
績
極
的
に
発
表
し
、

人
は
人
、
自
分
は
自
分
な
り
の
講
評

を
行
い
、
大
変
有
意
義
な
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

毎負} 

こ
の
講
習
会
は
来
年
は
俵
橋
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
い
ま

の
シ
ョ
ー
的
体
型
よ
り
も
、
経
済
的

か
つ
牛
群
と
し
て
酪
農
経
営
上
求
め

ら
れ
る
べ
き
体
型
を
追
求
す
る
よ
う

な
、
ハ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
し
な
け

畔点 氏 堰
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旬
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４
上
中
下
４
累

乳最 前年比

］02,8 

１０２８ 

102.8 

102.8 

］028 

0 

813 

764 

739 

778 

上以
４

１
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一
ｍ
唖
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２
９
６
｜
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０
０
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１
０
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０
０
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０
ｌ
０
０
０
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０
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０
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質のよいミルクをつくるために
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下
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●ミルクの適切な冷却と貯蔵
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質のよいミル2ｸをつくるために
こ'rLだ､けは守りましょう。

Ｓっのルール●手と\１房を清潔にすること
●搾乳装置を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

⑰搾?Lが終るたびに洗浄

●ライナーとﾐﾙｸチューブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

※検査ランク２の場合は当日j』:;荷\し鼠iﾆﾕkg当りi平;、３以上の場合'よ
50円のペナルテ･ィが課せられます。

氏名 上髭 空・句 下旬
鈴木催

高橋･一男

高平幸犬

【､１１本要

き:'；沢帝lｌ４ｚ

国見一男

国見実

斉藤哲雄

下ｕ
卉藤栄一t『

1ア騰秀ｆ'

干葉満ｊＴミ
当幌 地区 長渕貞義 付ノ|：直行

飯島光五郎 ｲ；崎多１１:！ k:：崎陸
飯島清市 林［』一郎 傍牒１K：’三宍

[週「、ｌ鱗ｌﾆヒ 高藤＃ｒ蔵 斉須清泄 ｌＣ 
困円駆雄 連「、弘 今井端漬 ，0 

['’１１１進 水谷雄幸 11』田’昭男 ‘０ 

阿部俊勝 長繩弘 房ノ:１喜廷 １０ 

鈴木祥枠 麻郷lUl忠勝 井邑上寡夫 0 

西垣丈犬 ﾉﾊ針篇（ 笠井剛 0 

'八陳 花１１：禿一 赤堀岩男

rimｌ｣二行 ,｣:、沢翠 ｜鈴木敏夫

竹‘Ｆ１満犬 花！［稔 ｜開陽牧場
橋常次 今ゾＩ二繩男 俵橘

筒捗富男 岡部実 ’名越優

筒ラ!：良秋 渡辺善行 ｜乾雅附

室丼二祐・＝ 松隈健二二 ，乾祥
変’1：稔 [L「瀬 伊東武
{:：［１１－男 藤本久夫 人ｉＬ富雄

腿ｌｊｌ白】ビ 小，「梢 Lll.｢､、孝一宅
)i｝［】１１：錠 藤道溌 :ILj［栄治
菊地良 佐藤末笈 水本正．.Ｌ’

遠［Ⅱ要・§ 佐藤拡 水本みどり’

佐藤水雄 ''１本滑Ｉ
長正路滴 ､佐藤束 ’0 腹「}：英雄’
ﾉ〈野富夫 望ノ］拳男 穴吹頁Ｕ１１
涛成ハナ子 f］蕊政；Mｉ －佐一藤一きえ了.
隔村守 武ｆＩｌ男 佐々木昭雄’
遠藤【処戒 高橘敏夫 野「Ｉ史朗’

熊倉彦呂； よ｝【;，功

｢オコ標 津 Ｚﾉエ 小林茂犬 岡次郎

繊坂欣・。 阿部正六 金子宏子丁 ’１１ 
緩坂恭民， 佐藤．丘男Ｉ 高ｉＵＴｍ雄 ＩＴｉ 

開陽 ;:5杯鬼 ＩＣ 
滝場瞳－２ ‐}･昨ｌ‐ｌｌＪＪ壌Ｉ 二二藤隆弘 0 
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久我良夫 !｣：｜Ｔｌ繩男’ 沢旧ｌ俊犬
jＥ城純一. 浅野トミ「： 桜ゾi：鵜雄
虎昭一。 吾妻紀己犬０ 西［[！他 １０ 
桜井犠一 ｋ西一一
|左々木繁雄
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桜井寿夫
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こ
の
絵
の
巾
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
か
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
刈
堕
唾
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
〉
迷
っ
て
下
さ
い
。

【
応
募
頻
埜
星

①
吉
鰯
鍵
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
’
住
所
・
年
令
を

ど
い
て
下
さ
い
。

③
掛
退
拳
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

①
蔬
鰐
元
Ⅱ
中
標
津
町
京
七
絵
圭
剛
二
丁

』

繩|iii篝iii霧繩|iii篝iii霧鏑鱗鐘

日
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
五
月
二
十
日
ま
で

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
吊
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
発
表
は
七
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

す
。

［
三
月
号
の
当
選
者
］

三
月
号
の
正
解
は
一
一
二
つ
」
（
下
の

図
の
ｏ
印
）
で
し
た
。
応
幕
省
数
人

症悪、

◎
領
収
書
や
契
約
書
と
印
紙
税

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、
も

ら
っ
た
り
し
ま
す
？
こ
の
よ
う
な
丈

名
式高当正て

〃〃ノノ〃 解Ｊ１〈
化髄帆省解

．は者
花イピ佗小′I、安安次は

の七
尻尻尻林イイ、｜ｌｌｌｌｌ方名

々で

具真真腱ＦｈＭＬでし
ﾋﾞﾄＩ紀紀すた
美？ｆ人ｉｆ!；一子子,釦

知弧おきたし）
<３月号の間違い個所＞

の知鰡
<根室税務署〉

僻
の
中
に
は
．
代
金
を
も
ら
【
た
時

に
渡
す
領
収
書
や
、
お
金
を
借
り
る

時
の
借
用
証
書
、
土
地
や
建
物
の
売

買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に
印
紙
税
が

か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
か
か
か
る
文
脊
に
は
、
領

収
書
や
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買
契

約
書
き
ど
の
ほ
か
に
、
建
築
請
負
契

約
書
、
干
形
、
商
品
券
、
祇
金
証
書
、

委
任
状
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

り
、
二
十
五
種
類
に
一
分
撤
さ
れ
て
い

ま
す
、
印
紙
税
額
は
．
斌
金
証
沓
や

委
任
状
な
ど
の
ト
ョ
ノ
に
一
通
又
は
一

Ⅲ
ご
と
に
定
額
の
も
の
と
、
航
収
諜

や
契
約
晋
な
ど
の
よ
う
に
そ
の
文
而

Ｐ、

か１ｆｔ紙は入きた収はよ【ニかす悦仁
か額税ら日」’三'１と人らつ関ど‘：額：[」
リー額な紙紙え印なて係うまか敬

灘灘隷ｉｉ
豐鮴除綱艫,綱攪：繩
：L最勵鰭iilljiや'ﾐ繩鰄渋
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